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三
校
の
歴
史
と
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
新
た
な
一
歩

新
生
・
大
森
小
学
校
開
校
式

大
森
小
学
校
入
学
式

児童代表で『ちかいの言葉』を発表する吉成智仁さん

新しい校章を掲げた大森小学校

　　

４
月
８
日
、
新
生
・
大
森
小
学
校
と

し
て
初
め
て
の
入
学
式
が
同
校
体
育
館

で
行
わ
れ
、
保
護
者
や
在
校
生
が
見
守

る
中
、
新
入
生
41
人
は
緊
張
し
た
面
持

ち
で
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
担
任
の
先
生
か
ら
一
人

ひ
と
り
の
名
前
が
呼
ば
れ
る
と
、
新
入

生
は
大
き
な
声
で
返
事
を
し
て
い
ま
し

た
。
続
い
て
、
石
川
校
長
が
「
あ
い
さ

つ
を
し
っ
か
り
す
る
、
自
分
の
こ
と
は

自
分
で
が
ん
ば
る
、
事
故
に
気
を
つ
け

る
、
こ
の
３
つ
を
守
っ
て
元
気
に
生
活

し
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
元
気
な
声
が

大
森
に
響
く
よ
う
に
、
力
を
合
わ
せ
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

こ
れ
で
、
全
校
児
童
２
９
１
人
が
そ

ろ
い
、
大
森
小
が
新
た
な
歴
史
を
築
き

出
し
ま
し
た
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　

４
月
６
日
、
新
生
・
大
森
小
学
校
の

開
校
式
が
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
在

校
生
２
５
０
人
を
含
む
３
５
０
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
市
教
育
委
員
会
か
ら
真

新
し
い
校
旗
を
受
け
取
っ
た
石
川
喜
美

子
校
長
が
、
戦
国
武
将
・
毛
利
元
就
の

〝
三
本
の
矢
〞
の
逸
話
を
用
い
て
「
三

つ
の
小
学
校
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
お

互
い
に
伝
え
合
い
、
力
を
発
揮
し
合
え

ば
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
力
が
生
ま
れ

ま
す
。
一
緒
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
児
童
代
表
の
吉
成
智
仁
さ

ん
が
「
最
高
学
年
と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
、
自
分
で
よ
く
考
え
、
進
ん
で
行
動

し
、
全
校
の
リ
ー
ダ
ー
の
役
目
を
果
た

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
各
学
校
の

歴
史
と
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
新

生
・
大
森
小
学
校
の
児
童
と
し
て
の
誇

り
を
持
ち
、
進
ん
で
学
び
、
な
か
よ
く

遊
び
、
精
一
杯
努
力
し
新
し
い
学
校
を

創
っ
て
い
き
ま
す
」
と
〝
ち
か
い
の
言

葉
〞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
学
校
目
標
を
『
か
し
こ
く

や
さ
し
く　

た
く
ま
し
く
』
と
掲
げ
た

新
生
・
大
森
小
学
校
。
子
ど
も
た
ち
が

元
気
に
、
の
び
の
び
と
成
長
し
、
未
来

へ
羽
ば
た
い
て
い
く
た
め
の
第
一
歩
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

緊張しながら、校長先生のお話を聞きました

よ
し　

な
り　

と
も　

ひ
と
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　地球規模で気温が上昇し、私たちの暮らしに
大きな影響があると予想されている地球温暖化。
今すぐにも何らかの対策をとらなければ、私た
ちの子孫に大きな負担を残す問題です。
　今回は、市の取り組みや市民の皆さんにも取
り組んでいただける制度などをご紹介しながら、
一緒に地球温暖化の問題を考え、私たちが今な
すべきことを探ります。
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地
球
温
暖
化
を
考
え
る

今年の「ビューティフルサンデー」
一斉クリーンアップは４月19日で
す。皆さんの力で環境美化に取り
組みましょう。

 

◆補助対象
　町内会が行うごみ集積所の整備、個
人（大雄地域の市民は除く）が購入する
生ごみ処理機の購入費
◆補助率
　ごみ集積所の整備…………２／３
　生ごみ処理機の購入費……１／２
◆補助上限額
　ごみ集積所の整備は６万円、生ごみ
処理機のうち、電動タイプは２万５千
円、コンポスト容器は５千円
◆申請窓口
  横手地域局市民課、その他の地域局
は市民福祉課

『生活環境対策事業補助金』
制度の概要

ＣＯ２を減らすために

 

地
球
温
暖
化
対
策
と
は

 

横
手
市
役
所
の
取
り
組
み

 

国
な
ど
の
動
き

 

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

 

ご
み
と
地
球
温
暖
化
の
関
係

環境ラベルの例

横手市役所ＣＯ２排出量
市の業務を通して排出した二酸化炭素の量
を把握することで、率先して地球温暖化対
策に取り組むこととしています。

※各庁舎、施設、病院、小中学校の電気、灯油、重油、
　ＬＰガス、ガソリン、軽油の使用量と可燃ごみ
　の量をＣＯ２排出量に換算したもの
※詳しい市役所のＣＯ２排出量については、市の
　ホームページで公表しています。

年　度
平成18年度
平成19年度

年間ＣＯ２排出量
33,443㌧
33,859㌧

　　

決
し
て
変
わ
る
こ
と
は
な
い
と

思
わ
れ
て
い
た
地
球
環
境
に
徐
々

に
変
化
が
出
は
じ
め
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
に
も
多
く
の
悪
影
響
が
及

ぶ
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
球

温
暖
化
は
、
こ
れ
ま
で
の
大
量
消

費
、
大
量
廃
棄
の
生
活
ス
タ
イ
ル

に
対
す
る
警
鐘
と
も
言
え
ま
す
。

　

石
油
や
鉄
な
ど
の
資
源
は
、
い

ず
れ
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
…
と
誰
も
が
感
じ
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発

な
ど
の
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
地
球
温
暖
化
は
そ
れ
と
並

ぶ
現
在
進
行
形
の
大
き
な
課
題
で

す
。
い
ま
対
策
を
と
ら
な
い
と
、

私
た
ち
の
子
孫
に
大
き
な
負
担
を

残
す
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

国
で
は
、
省
エ
ネ
や
リ
サ
イ
ク

ル
の
推
進
を
目
指
し
て
法
律
の
整

備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各

企
業
に
も
原
料
の
調
達
か
ら
製
造
、

消
費
、
廃
棄
ま
で
の
一
連
の
流
れ

に
対
し
、
す
べ
て
の
行
程
で
環
境

へ
の
配
慮
を
求
め
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
製
品
に
は
エ
コ
マ
ー
ク
を

は
じ
め
と
し
た
環
境
ラ
ベ
ル
を
表

示
す
る
こ
と
で
、
消
費
者
が
環
境

に
配
慮
し
た
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

簡
単
に
選
択
で
き
る
し
く
み
作
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

横
手
市
で
も
、
市
役
所
全
体
を

一
つ
の
事
業
所
と
し
て
と
ら
え
、

自
ら
の
活
動
か
ら
発
生
す
る
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
を
算
出
し
、
削

減
目
標
を
立
て
て
地
球
温
暖
化
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
役
所
が
平
成
18
年
度
と
19
年

度
に
排
出
し
た
Ｃ
Ｏ
２

の
量
は
上
表

の
と
お
り
で
、
気
象
条
件
の
違
い

な
ど
が
影
響
し
た
と
は
い
え
、
残

念
な
が
ら
１
・
２
％
増
加
し
て
い

ま
す
。
市
と
し
て
Ｃ
Ｏ
２

削
減
目
標

は
、
平
成
18
年
度
の
排
出
量
を
基

準
に
22
年
度
ま
で
７
％
削
減
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
目
標

達
成
の
た
め
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
公

表
も
含
め
、
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　　

横
手
市
の
ご
み
排
出
量
は
、
毎

年
３
万
５
千
ト
ン
前
後
で
推
移
し

て
い
ま
す
。
平
成
19
年
度
の
ご
み

排
出
量
は
３
４
，
１
３
７
ト
ン
で

前
年
よ
り
３
％
ほ
ど
減
り
ま
し
た

が
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
ご
み
の

量
が
変
化
す
る
か
と
い
っ
た
原
因

は
、
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。

　

ご
み
の
処
理
方
法
に
は
、
焼
却
、

資
源
化
、
埋
立
の
３
種
類
が
あ
り

ま
す
。
焼
却
は
、
多
く
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
消
費
し
て
多
量
の
Ｃ
Ｏ
２

を

排
出
し
ま
す
。
資
源
化
は
、
資
源

物
と
し
て
再
度
製
品
化
さ
れ
る
原

料
を
選
り
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
製

品
化
ル
ー
ト
に
乗
せ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
埋
立
は
、
そ
れ
以
上
の

処
理
が
で
き
ず
に
最
終
処
分
場
で

永
久
的
に
管
理
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
焼
却
処
理
を
減
ら
し
、

資
源
化
を
進
め
た
い
と
考
え
て
お

り
、
そ
の
た
め
に
有
効
な
方
法
の

一
つ
が
生
ご
み
の
資
源
化
で
す
。

　

可
燃
ご
み
重
量
の
約
４
分
の
１

は
木
や
生
ご
み
で
、
可
燃
ご
み
に

含
ま
れ
る
水
分
は
50
％
程
度
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
生
ご
み
を
堆

肥
化
な
ど
に
よ
り
各
家
庭
で
処
理

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
可
燃
ご

み
の
量
が
減
り
、
余
分
な
燃
料
の

消
費
が
抑
え
ら
れ
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量

の
削
減
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

で
き
ま
す
。
す
で
に
、
大
雄
地
域

で
は
全
世
帯
の
生
ご
み
を
分
別
収

集
し
て
堆
肥
セ
ン
タ
ー
で
堆
肥
化

の
処
理
を
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
町
内
会
や
集
落
な
ど

で
ご
み
集
積
所
を
整
備
す
る
場
合

や
、
市
民
が
生
ご
み
処
理
機
等
を

購
入
す
る
際
に
、
事
業
費
や
購
入

費
へ
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
地
球
温
暖
化
対
策
を
考

え
、
何
ら
か
の
行
動
に
つ
な
げ
る

た
め
に
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

■
エ
コ
ラ
イ
フ
協
力
事
業
所
等
認

　
定
制
度

　

市
で
は
、
自
ら
環
境
に
配
慮
し

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
事
業

所
や
町
内
会
を
『
エ
コ
ラ
イ
フ
協

力
事
業
所
等
』
と
し
て
認
定
し
て

い
ま
す
。
認
定
事
業
所
等
に
は
ス

テ
ッ
カ
ー
を
お
渡
し
て
い
ま
す
の

で
、
市
内
の
お
店
な
ど
で
見
か
け

た
こ
と
の
あ
る
方
も
い
る
と
思
い

ま
す
。

　

エ
コ
ラ
イ
フ
協
力
事
業
所
に
認

定
さ
れ
る
こ
と
で
、
各
事
業
所
や

町
内
会
で
は
「
市
民
に
対
し
て
環

境
へ
の
取
り
組
み
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
が
で
き
、
信
頼
を
得
ら
れ

る
」
と
い
っ
た
ご
意
見
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

■
環
境
学
習

　

市
環
境
課
で
は
、
地
球
温
暖
化

対
策
や
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
等
に

つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解

を
深
め
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
出

前
講
座
な
ど
の
学
習
会
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
学
校
や
町
内
会
、
各

種
団
体
な
ど
で
、
勉
強
し
て
み
た

い
と
い
っ
た
希
望
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
学
習
し
た
い
内
容
を
お
聞
き

し
た
う
え
で
、
日
程
、
会
場
な
ど

の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
対
応
で
き
る
学
習

内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１
．
エ
コ
家
計
簿
の
作
り
方
と
エ

　
　

コ
生
活
の
実
践

２
．
地
球
温
暖
化
対
策
と
ご
み
の

　
　

減
量
化

３
．
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習

　
　

（
実
技
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　
ご
み
の
排
出
量
や
生
活
環
境
対
策

事
業
、
エ
コ
ラ
イ
フ
協
力
事
業
所
等

の
紹
介
な
ど
、
こ
こ
で
お
知
ら
せ
し

て
い
る
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

 

※補助は予算の範囲内
　で行いますので、今
　年度の予算がなくな
　りしだい終了します。

地球温暖化を考える

環境への負荷が少なく、
環境保全に役立つと認定
された商品であることを
示します。

電気製品の省エネ基準の達成度を示すもの
で、省エネ性能の判断材料となります。

再生紙であることを表し、Ｒの隣の数字は
古紙の配合比率を示します。

地球温暖化対策や生活環境対策の取
り組み、環境学習に関するお問い合
わせは福祉環境部環境課（大雄庁舎
内  35-2184）まで

『
ス
ト
ッ
プ
！
温
暖
化
』の
た
め

の
環
境
整
備
と
率
先
行
動

Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
背
景
と
行
政
の
動
き

Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
背
景
と
行
政
の
動
き

『
で
き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
』

Ｃ
Ｏ
２

削
減
は
日
常
生
活
か
ら

　

市
民
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
温
暖
化
対
策

エコマークＲマーク

省エネラベリング
省エネ基準達成率　　　　　　　　　通常商品
高い(グリーン)　　　　　　　　　　(オレンジ)

認定ステッカー

私たちにできること

待機電力カット

ノーレジ袋

エコドライブ

ごみの分別

リサイクル

コンポスト

エコ家計簿
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【
主
な
見
直
し
内
容
】

◆
総
務
企
画
部

　

横
手
市
の
魅
力
発
信
の
た
め
の

調
整
役
を
担
う
た
め
、
市
長
公
室

に
「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
担

当
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

◆
福
祉
環
境
部

　

社
会
福
祉
課
の
「
保
護
担
当
」

の
執
務
場
所
を
横
手
庁
舎
に
移
転

し
、
生
活
保
護
対
象
者
へ
の
対
応

の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

◆
教
育
委
員
会

　

学
校
統
合
推
進
室
を
「
学
校
統

合
推
進
課
」
と
し
て
教
育
総
務
部

へ
移
し
、
教
育
総
務
課
と
の
連
携

に
よ
り
教
育
環
境
整
備
を
強
化
し

ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

を
教
育
指
導
部
へ
移
し
、
執
務
の

場
所
を
横
手
体
育
館
に
移
転
し
ま

し
た
。

◆
上
下
水
道
部

　

水
道
総
務
課
の
執
務
場
所
を
横

手
庁
舎
に
移
転
し
、
水
道
業
務
課

と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

◆
大
森
病
院

　

事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、

事
務
局
に
「
総
務
課
」
と
「
医
事

課
」
を
設
け
、
業
務
区
分
を
明
確

に
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
度
は
平
成
22
年
３

月
末
の
地
域
自
治
区
終
了
を
見
す

え
、
市
の
組
織
機
構
の
見
直
し
に

関
す
る
協
議
を
行
い
ま
す
。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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教
育
指
導
課
長
兼
教
育
セ
ン
タ
ー

所
長

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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市
民
福
祉
課
長
兼
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
所
長

市
民
福
祉
課
長
兼
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
所
長

【
雄
物
川
地
域
局
】

【
十
文
字
地
域
局
】

◆
柿
﨑
規
子
／
総
務
企
画
部
男
女

共
同
参
画
・
市
民
協
働
推
進
室
主

事
◆
松
村
勝
吾
／
財
務
部
市
民
税

課
主
任
◆
加
藤
由
佳
／
財
務
部
資

産
税
課
主
事
◆
土
田
絵
里
加
／
福

祉
環
境
部
国
保
市
民
課
主
事
◆
清

水
川
亜
季
／
福
祉
環
境
部
健
康
の

駅
推
進
室
主
事
◆
佐
々
木
淳
／
上

下
水
道
部
下
水
道
維
持
課
主
事
◆

遠
藤
智
子
／
教
育
指
導
部
学
校
教

育
課
主
任
◆
堀
川
知
浩
／
横
手
地

域
局
市
民
課
主
事
◆
高
橋
晋
／
教

育
指
導
部
教
育
指
導
課
長
（
県
教

育
委
員
会
よ
り
派
遣
）
◆
佐
藤
克

己
／
教
育
指
導
部
教
育
指
導
課
主

査
（
県
教
育
委
員
会
よ
り
派
遣
）

◆
長
﨑
晋
／
教
育
指
導
部
教
育
指

導
課
主
査
（
県
教
育
委
員
会
よ
り

派
遣
）

【
消
防
本
部
・
消
防
署
】

◆
髙
橋
伴
幸
／
消
防
署
主
事
◆
横

井
周
治
／
増
田
分
署
主
事
◆
加
川

一
星
／
雄
物
川
分
署
主
事
◆
佐
々

木
隼
也
／
大
森
大
雄
分
署
主
事

【
市
立
横
手
病
院
】

◆
冨
岡
立
／
診
療
科
整
形
外
科
科

長
◆
渡
部
昇
／
診
療
科
消
化
器
科

医
員
◆
木
下
幸
寿
／
診
療
科
消
化

器
科
医
員
◆
小
川
和
孝
／
診
療
科

呼
吸
器
科
医
員
◆
古
関
佳
人
／
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
言
語
聴
覚

士
◆
加
賀
谷
優
紀
／
看
護
科
看
護

師
◆
遠
藤
ち
ず
る
／
看
護
科
看
護

師
◆
照
井
里
美
／
看
護
科
看
護
師

◆
伊
藤
美
代
子
／
看
護
科
看
護
師

◆
佐
藤
晃
子
／
看
護
科
看
護
師
◆

佐
藤
瑠
衣
子
／
看
護
科
看
護
師
◆

柴
田
瞳
／
看
護
科
看
護
師

【
市
立
大
森
病
院
】

◆
加
茂
啓
志
／
診
療
科
整
形
外
科

医
員
◆
藤
原
育
子
／
看
護
科
看
護

師
◆
奥
山
真
澄
／
看
護
科
看
護
師

◆
佐
々
木
真
寿
美
／
看
護
科
看
護

師
◆
遠
藤
愛
子
／
看
護
科
看
護
師

◆
井
上
諭
／
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
理
学
療
法
士

【
県
教
育
委
員
会
へ
帰
任
】

◆
伊
藤
孝
俊
／
教
育
指
導
部
長
◆

高
橋
成
浩
／
教
育
指
導
部
教
育
指

導
課
副
主
幹

【
釜
石
市
へ
帰
任
】

◆
前
川
靖
展
／
総
務
企
画
部
経
営

企
画
課
主
任

重点課題への
 取組体制を整備

平成21年度横手市組織・職員体制

　市では、最大の課題である「緊急雇用・
経済対策」、「学校建設を含む教育環境の整
備」の取り組みを推進するため、４月１日
付けで人事異動を行いました。
　主な組織・機構の見直し内容と職員体制
についてお知らせします。

　市では、最大の課題である「緊急雇用・
経済対策」、「学校建設を含む教育環境の整
備」の取り組みを推進するため、４月１日
付けで人事異動を行いました。
　主な組織・機構の見直し内容と職員体制
についてお知らせします。

地
域
局

経
営
企
画
課
長
兼
男
女
共
同
参
画
・

市
民
協
働
推
進
室
長

障
害
者
支
援
施
設
大
和
更
生
園
園
長
兼
障
害

者
支
援
施
設
ユ
ー
・
ホ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
施
設
長

介
護
老
人
保
健
施
設
老
健
お
お
も

り
事
務
長

介
護
老
人
保
健
施
設
老
健
お
お
も

り
主
幹

養
護
老
人
ホ
ー
ム
ひ
ら
か
荘
施
設

長特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
寿
園
施

設
長

部
長
兼
企
業
誘
致
室
長
兼
実
験
農

場
管
理
者

総
務
企
画
部

産
業
経
済
部

建
設
部

上
下
水
道
部

会
計
課

議
会
事
務
局

監
査
委
員
事
務
局

農
業
委
員
会
事
務
局

教
育
委
員
会
事
務
局

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

財
務
部

福
祉
環
境
部

診
療
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
技

師
長

市
の
職
員
体
制

課
長
級
以
上
の
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。

消
防
本
部
・
消
防
署

市
立
病
院

市
民
福
祉
課
上
席
主
幹
兼
総
合
子

育
て
支
援
施
設
施
設
長

市
民
福
祉
課
長
兼
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
所
長

と
き
め
き
交
流
セ
ン
タ
ー
ゆ
っ
ぷ

る
主
幹

【
市
立
横
手
病
院
】

【
市
立
大
森
病
院
】
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部
長

次
長
兼
市
長
公
室
長

市
長
公
室
主
幹

市
長
公
室
主
幹

総
務
課
長

総
務
課
主
幹

情
報
政
策
課
長

部
長

次
長
兼
納
税
課
長

次
長
兼
財
政
課
長

管
財
課
長

契
約
検
査
課
長

市
民
税
課
長

資
産
税
課
長

資
産
税
課
主
幹

納
税
課
主
幹

部
長

福
祉
事
務
所
長

次
長
兼
環
境
課
長

国
保
市
民
課
長

国
保
市
民
課
主
幹

環
境
課
主
幹

東
部
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
所
長

西
部
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
所
長

南
部
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
所
長

横
手
衛
生
セ
ン
タ
ー
所
長

雄
物
川
衛
生
セ
ン
タ
ー
所
長

保
健
衛
生
課
長

保
健
衛
生
課
栄
養
士
主
幹

保
健
衛
生
課
栄
養
士
主
幹

社
会
福
祉
課
長

健
康
の
駅
推
進
室
長

子
育
て
支
援
課
長

子
育
て
支
援
課
主
幹

高
齢
ふ
れ
あ
い
課
長

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

次
長
兼
農
林
整
備
課
長

農
政
課
長

農
林
整
備
課
主
幹

商
工
労
働
課
長
兼
企
業
誘
致
室
主
幹

観
光
物
産
課
長

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
推
進
課
長

実
験
農
場
場
長

部
長

次
長
兼
都
市
整
備
課
長

建
設
監
理
課
長

建
設
監
理
課
専
門
監

道
路
河
川
課
長

都
市
計
画
課
長

都
市
計
画
課
主
幹

建
築
住
宅
課
長

建
築
住
宅
課
専
門
監

建
築
住
宅
課
主
幹

部
長

次
長
兼
水
道
総
務
課
長

次
長
兼
下
水
道
整
備
課
長

水
道
総
務
課
主
幹

浄
水
課
長

水
道
配
水
課
長

水
道
業
務
課
長

水
道
業
務
課
主
幹

下
水
道
管
理
課
長

下
水
道
管
理
課
主
幹

下
水
道
維
持
課
長

下
水
道
維
持
課
主
幹

会
計
管
理
者

会
計
課
長

議
会
事
務
局
長

議
会
事
務
局
上
席
主
幹

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

監
査
委
員
事
務
局
長

監
査
委
員
事
務
局
主
幹

農
業
委
員
会
事
務
局
長

部
長

次
長
兼
教
育
総
務
課
長

学
校
統
合
推
進
課
長

生
涯
学
習
課
長

文
化
財
保
護
課
長

横
手
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

横
手
中
央
公
民
館
館
長

旭
公
民
館
館
長

増
田
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

平
鹿
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

雄
物
川
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

大
森
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

十
文
字
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

山
内
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

大
雄
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

中
央
図
書
館
館
長

部
長

学
校
教
育
課
長

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長

次
長
兼
地
域
振
興
課
長

市
民
課
長

福
祉
課
長

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長

保
健
セ
ン
タ
ー
主
幹

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
主
幹

地
域
維
持
課
長

次
長
兼
地
域
振
興
課
長

市
民
福
祉
課
長

ま
す
だ
保
育
園
園
長

産
業
振
興
課
長

地
域
維
持
課
長

次
長
兼
地
域
振
興
課
長

市
民
福
祉
課
長

産
業
振
興
課
長

　
地
域
維
持
課
長

地
域
維
持
課
主
幹

次
長
兼
地
域
振
興
課
長

地
域
振
興
課
主
幹

市
民
福
祉
課
長

市
民
福
祉
課
主
幹

産
業
振
興
課
長

地
域
維
持
課
長

次
長
兼
市
民
福
祉
課
長

地
域
振
興
課
長

市
民
福
祉
課
上
席
主
幹

市
民
福
祉
課
主
幹

産
業
振
興
課
長

地
域
維
持
課
長

次
長
兼
地
域
維
持
課
長

地
域
振
興
課
長

十
文
字
保
育
所
所
長

産
業
振
興
課
長

次
長
兼
地
域
振
興
課
長

さ
ん
な
い
保
育
園
園
長

産
業
振
興
課
長

地
域
維
持
課
長

地
域
維
持
課
主
幹

次
長
兼
地
域
維
持
課
長

地
域
振
興
課
長

た
い
ゆ
う
保
育
園
園
長

産
業
振
興
課
長

消
防
長

消
防
本
部
次
長

消
防
本
部
総
務
課
長

消
防
本
部
予
防
課
長

消
防
本
部
警
防
課
長

消
防
本
部
救
急
課
長

消
防
署
署
長

消
防
署
副
署
長

消
防
署
副
署
長

病
院
事
業
管
理
者
・
院
長

副
院
長

副
院
長

副
院
長

副
院
長

副
院
長

診
療
部
長

診
療
部
長

事
務
局
長

事
務
局
総
務
課
長

事
務
局
医
事
課
長

診
療
放
射
線
科
技
師
長

薬
剤
科
長

看
護
科
総
看
護
師
長

看
護
科
副
総
看
護
師
長

看
護
科
２
病
棟
看
護
師
長

看
護
科
３
Ａ
病
棟
看
護
師
長

看
護
科
３
Ｂ
病
棟
看
護
師
長

看
護
科
４
病
棟
看
護
師
長

看
護
科
手
術
室
看
護
師
長

看
護
科
看
護
師
長

臨
床
検
査
科
技
師
長

食
養
科
技
師
長

院
長

副
院
長

副
院
長

副
院
長

副
院
長

看
護
科
総
看
護
師
長
心
得

看
護
科
副
総
看
護
師
長
心
得

事
務
局
長
兼
医
事
課
長

事
務
局
総
務
課
長

　

鈴
木　

信
好

　

浮
嶋　
　

伸

　

栗
林　

千
春

　

佐
藤　
　

亮

　

小
丹　

茂
樹

　

金
澤　

豊
子

　

高
橋　

賢
一

　

藤
井　

靖
己

　

髙
橋　

健
幸

　

太
田　

照
敏

　

柴
田　

恒
宏

　

太
田　

和
昭

　

鈴
木　

淳
悦

　

長
谷
山
逹
夫

　

高
橋　

隆
一

　

宮
川　

秀
雄

　

小
川　

良
平

　

奥　
　

清
治

　

石
山　

清
和

　

森
屋　

輝
夫

　

高
村　
　

明

　

佐
藤　
　

均

　

斎
藤　

正
弘

　

皆
川　
　

榮

　

斎
藤　

正
樹

　

伊
藤　

卓
雄

　

照
井　
　

薫

　

石
川　
　

博

　

照
井　
　

寛

　

松
川　

幸
子

　

石
田　
　

操

　

丹
尾　

弘
悦

　

金
田　

紳
一

　

願
法　

廣
典

　

小
林
マ
サ
子

　

岩
谷　

玲
子

　

皆
川　

規
和

　

佐
野　
　

司

　

半
田　

輝
一

　

髙
安　

一
夫

　

髙
橋　

俊
一

　

土
田　

晴
吉

　

藤
井　

孝
芳

　

粕
加
屋
俊
夫

　

髙
山　

勇
光

　

深
澤　
　

登

　

小
田
嶋
利
宏

　

小
川　

孝
行

　

佐
々
木　

隆

　

加
藤　

正
一

　

佐
藤　

良
吉

　

照
井　

康
晴

　

渡
部　

幸
伸

　

佐
藤　
　

耕

　

遠
藤　

久
志

　

鈴
木　

弘
志

　

佐
越　

和
之

　

日
野　
　

充

　

高
橋　

宏
司

　

佐
藤　

長
慶

　

長
里　

恒
夫

　

粕
加
屋
健
市

　

向
川　

義
雄

　

飯
野
由
貴
男

　

照
井　

礼
司

　

阿
部　

一
美

　

佐
藤　
　

誠

　

武
藤　

常
夫

　

高
橋　

征
徳

　

見
田
貞
一
郎

　

佐
藤　

芳
美

　

藤
井　

嘉
博

　

田
口　

春
久

　

佐
藤　

栄
一

　

畠
山　
　

仁

　

柴
田　

健
悦

　

最
上　

康
吉

　

内
藤　
　

稔

　

高
橋　

幸
雄

　

須
藤　

茂
美

　
【
教
育
総
務
部
】

　

築
山　
　

富

　

高
橋　
　

実

　

小
西　

一
夫

　

福
岡　

新
作

　

佐
藤　
　

修

　

加
藤　

正
志

　

佐
藤　

富
子

　

小
西　
　

稔

　

松
浦　

利
明

　

柴
田　

清
隆

　

五
十
嵐
久
一

　

藤
谷　

正
人

　

藤
原　

廣
三

　

得
平　

次
夫

　

村
岡　

徳
夫

　

大
和　

敏
憲

　
【
教
育
指
導
部
】

　

永
沢　
　

弘

　

高
橋　
　

晋

　

菅　
　

永
義

　

長
井　
　

健

　
【
横
手
地
域
局
】

　

石
山　

昭
一

　

松
井　

新
悦

　

菊
池　

由
孝

　

嶌
田　

敏
雄

　

半
田　

正
平

　

佐
藤　

誠
悦

　

山
中　

長
悦

　

加
藤　
　

一

　
【
増
田
地
域
局
】

　

千
田　

幸
咲

　

遠
藤　
　

登

　

眞
坂　
　

進

　

児
玉
ア
キ
子

　

眞
田　

正
照

　

遠
藤　

晴
美

　
【
平
鹿
地
域
局
】

　

原　

ヨ
シ
ミ

　

佐
藤　

郁
雄

　

関
口　

悦
雄

　

佐
々
木
雅
子

　

遠
藤　

定
信

　

藤
原　

佳
宣

　

柴
田　

清
治

　

秋
島　

祐
子

　

小
西　

正
起

　

柴
田　

立
子

　

杉
山　
　

哲

　

髙
橋　

克
文

　
【
大
森
地
域
局
】

　

米
山　
　

隆

　

菊
地　
　

均

　

伊
藤　
　

隆

　

伊
藤
由
美
子

　

佐
藤　

新
一

　

菊
地　

弘
志

　

近　
　

潤
行

　

澁
谷　
　

満

　

菊
地　

晴
男

　

矢
野　

博
子

　

藤
谷　

義
光

　
【
山
内
地
域
局
】

　

藤
田　
　

茂

　

小
松
田
博
之

　

高
橋　

君
子

　

阿
部　
　

仁

　

髙
橋
隆
一
郎

　

阿
野　

広
美

　
【
大
雄
地
域
局
】

　

鈴
木　

康
和

　

小
松
田
文
夫

　

武
田　

浩
一

　

佐
々
木
康
子

　

鈴
木　

長
悦

　

川
村　

東
吉

　

佐
藤　
　

茂

　

泉
田　

榮
次

　

小
野　

松
治

　

佐
藤　

晋
作

　

伊
藤　

弘
明

　

佐
藤　

憲
悦

　

藤
原　

正
美

　

斎
藤　

慶
司

　　

長
山
正
四
郎

　

丹
羽　
　

誠

　

吉
岡　
　

浩

　

船
岡　

正
人

　

藤
盛　

修
成

　

江
畑
公
仁
男

　

小
松　
　

明

　

畑
澤　

淳
一

　

佐
藤　

正
弘

　

栗
田　

公
平

　

高
橋　

幸
一

　

小
田
嶋
尚
人

　

藤
原　

理
吉

　

石
田　

良
樹

　

木
村
カ
ズ
子

　

佐
藤
セ
ツ
子

　

高
橋
千
鶴
子

　

木
村
真
貴
子

　

木
下　

文
子

　

藤
井　

洋
子

　

高
本　

和
子

　

木
村
恵
美
子

　

佐
藤
恵
美
子

　

原
田　

優
子

　

小
野　
　

剛

　

大
場　

雅
史

　

三
浦　
　

勉

　

福
岡　

岳
美

　

澤
邊　
　

淳

　

遠
藤
ま
ゆ
み

　

佐
藤　

恵
子

　

森
田　

泰
博

　

金
澤　

和
彦

帰
任
職
員

新
規
採
用
職
員

組
織
機
構
改
革
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地
元
の
食
材
を
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う

よ
ご
で
食
の
達
人
講
座
・
食
材
を
生
か
す
フ
ォ
ー
ラ
ム

農政・農地の監視役
44人の委員決まる

会長に高瀬氏、職務代理者に菅原氏

農業委員会委員一般選挙
第１回農業委員会総会

No.85  2009.4.152009.4.15  No.85

■
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

　

任
期
満
了
に
伴
う
横
手
市
農
業

委
員
会
員
一
般
選
挙
が
３
月
15
日

に
告
示
さ
れ
、
８
つ
の
選
挙
区
ご

と
に
立
候
補
の
届
け
出
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
横
手（
定
数
７
）、
増
田

（
定
数
３
）、
平
鹿（
定
数
７
）、
雄

物
川（
定
数
７
）、
大
森（
定
数
５
）、

十
文
字（
定
数
５
）、
大
雄（
定
数

３
）の
各
選
挙
区
で
は
公
選
定
数

を
超
え
な
か
っ
た
た
め
、
無
投
票

で
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

　

山
内
選
挙
区
で
は
、
公
選
定
数

２
に
対
し
３
人
が
立
候
補
。
３
月

22
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
、
40
人

の
公
選
委
員
の
顔
ぶ
れ
が
決
ま
り

ま
し
た
。

■
農
業
委
員
会
総
会

　

４
月
１
日
、
改
選
後
初
め
て
と

な
る
第
１
回
市
農
業
委
員
会
総
会

を
浅
舞
公
民
館
で
開
催
。
委
員
の

互
選
に
よ
り
、
会
長
に
高
瀬
俊
作

氏
（
＝
再
任
・
横
手
）
、
会
長
職

務
代
理
者
に
菅
原
一
太
郎
氏
（
＝

新
任
・
平
鹿
）
を
選
出
し
、
農
政

や
農
地
利
用
な
ど
で
大
き
な
役
割

を
担
う
農
業
委
員
会
の
新
体
制
が

固
ま
り
ま
し
た
。

【選挙区】　氏　名　　　　 得票数　　 議席番号
【横手選挙区】定数７
　当　　髙橋　輝男　(現)　　　　　　 　 32
　当　　近江谷　久雄(現)　　　　 　　 　19
　当　　小原　重夫　(新)　　　 　　　　 ９
　当　　髙瀬　俊作　(現)　 無投票 　　  44
　当　　松井　長助　(現)　　 　　　　　 ６
　当　　鎌田　　進　(現)　 　　　　　　 ４
　当　　菊谷　　篤　(現)　　　　　 　　 31
【増田選挙区】定数３
　当　　平良木　保　(現)　 　　　　　　 ２
　当　　岩谷　　寛　(現)　 無投票　　　 １
　当　　千葉　　肇　(新)　　　 　　　　 29
【平鹿選挙区】定数７
　当　　佐藤　誠一　(現)　 　　　　　 　34
　当　　髙橋　　昭　(現)　　　　    　　28
　当　　菅原　一太郎(現)　　　　　　　  43
　当　　佐々木喜太郎(現)　 無投票 　　　21
　当　　佐藤　義雄　(現)　 　　　　　　 11
　当　　飯野　正和　(現)　　　　　 　　 39
　当　　藤原　　博　(現)　　　　　　 　 40
【雄物川選挙区】定数７
　当　　佐々木　善一(現)　　　　　　　  30
　当　　吉田　　茂　(現)　　 　 　　　　12
　当　　辻田　與五郎(現)　 　　　　 　　24
　当　　渡邉　良一　(現)　 無投票 　 　 27
　当　　近江　清廣　(現)　 　　　　　　 ３
　当　　播磨　利光　(現)　　　　　 　 　26
　当　　佐々木　正男(現)　　　　　　　  17
【大森選挙区】定数５
　当　　田口　　元　(現)　　　　 　 　　23
　当　　斉藤　　繁　(現)　　 　　　　　 15
　当　　長谷山　厚成(新)　 無投票  　 　37
　当　　丹波　賢太郎(現)　 　　　　　　 13
　当　　佐藤　　仁　(現)　  　　　　　　16
【十文字選挙区】定数５
　当　　伊藤　　亨　(新)　　 　　 　　　18
　当　　佐々木　茂晴(現)　 　　　　 　　25
　当　　齋藤　和夫　(現)　 無投票　　　 10
　当　　菅原　孝一　(現)　　　　　 　　 42
　当　　丹　　健一　(現)　　　　 　　 　35
【山内選挙区】定数２
　当　　野中　長一　(現)　 564   　　　 ８
　当　　高橋　幸子　(現)　 330.546 　　 14
　　　　高橋　　登　　　　 274.453
【大雄選挙区】定数４
　当　　岡根　弘幸　(現)　 　　　　　　 20
　当　　佐々木　秀一(新)　 無投票　　　 38　当　　松下　昭治　(現)　　　　　　　　５
　当　　小松　高義　(現)　　 　　　　 　33

◆◇農業委員会委員一般選挙結果◇◆

  氏　名  　　　　　　　  推薦団体名 　　　　　　 地域名　議席番号

大塚　利一 （新） おものがわ農業協同組合　　　　　　雄物川　　７
佐藤　修一 （新） 秋田ふるさと農業協同組合　　　　　十文字　　22
齋藤　孝悦 （新） 平鹿農業共済組合　　　　　　　　　十文字　　36
熊谷　　正 （新） 秋田県土地改良事業団体連合会平鹿支部　横　手　　41

※農業団体からの推薦
　　農業委員会には、農家の代表機関の組織および運営の確立を図るため、農業
　団体から委員１名ずつを選任することが、法律で規定されています。
　　横手市では、公選定数の40人と４団体から推薦された委員をもって農業委員
　会が構成されています。

◆◇農業団体から推薦された委員◇◆

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････

元雄物川町職員。横手市
建設部次長、雄物川地域
局次長などを経て、平成
21年３月退職。

雄物川町区長
石塚 好明（59歳）

　

佐
藤
博
高
前
区
長
の
退
任

に
よ
り
、
１
月
か
ら
空
席
と

な
っ
て
い
た
雄
物
川
町
区
長

に
、
前
雄
物
川
町
区
長
職
務

代
理
者
の
石
塚
好
明
氏
が
選

任
さ
れ
、
市
議
会
３
月
定
例

会
で
の
報
告
を
経
て
、
４
月

１
日
付
け
で
就
任
し
ま
し
た
。

雄
物
川
町
区
長
に
石
塚
氏

　

横
手
の
食
材
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

方
法
を
探
ろ
う
と
『
よ
ご
で
食
の

達
人
講
座
』
が
、
３
月
23
日
に
市

内
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
座
に
は
、
市
内
の
レ
ス
ト
ラ

ン
の
料
理
人
な
ど
16
人
が
参
加
。

秋
田
市
の
料
理
研
究
家
・
米
本
か

お
り
さ
ん
を
講
師
に
、
地
元
食
材

を
活
か
し
た
料
理
方
法
や
リ
ピ
ー

タ
ー
を
呼
び
込
む
た
め
の
も
て
な

し
の
工
夫
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

実
際
に
、
春
野
菜
や
山
菜
な
ど

の
食
材
と
鮎
の
魚
醤
な
ど
の
調
味

料
を
使
っ
て
料
理
を
し
た
米
本
さ

ん
は
、
「
顔
の
見
え
る
地
元
産
の

よ
う
に
産
地
の
は
っ
き
り
し
た
食

材
を
使
う
レ
ス
ト
ラ
ン
が
支
持
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
生
産

者
や
地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
が
大
切
」
な
ど
と
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
は
『
地
元
食
材
を
活
か
し

た
お
も
て
な

し
』
を
テ
ー

マ
に
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
行
わ

れ
、
料
理
人

と
農
家
な
ど

が
意
見
交
換

し
ま
し
た
。

米本さんが地元食材を使った料理を作る
と参加者は熱心にメモをとっていました

料理人、生産者などによる意見交換

　

　
　ファミリー・サポート・センターでは、子育て中の方
と手助けをしてくれる方を結んで、援助の調整を行って
います。４月からは子どもが病気の場合のサポートも開
始しました。サポートする会員には小児看護などの研修
を受講してもらい、安全に見守りができるようにしてい
ます。利用には会員登録（無料）が必要となり、活動中
の事故に備え市が補償保険に加入しています。

●通常サポート

●病児サポート、早朝・夜間サポート

◆問合せ　横手市ファミリー・サポート・センター本部
　　　　（わんぱく館内）　35-7211

『ファミリー・サポート・センター』をご利用ください
育児をサポート!

や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に

二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
量
の
お
知
ら
せ

　

十
文
字
地
域
局
で
は
昨
年
９
月

か
ら
、
地
球
温
暖
化
防
止
と
や
さ

し
い
地
域
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

と
し
て
、
使
用
済
み
の
食
用
油
を

回
収
し
Ｂ
Ｄ
Ｆ
（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
）
の
精
製
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　

３
月
末
日
現
在
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
に
再

生
し
、
公
用
車
等
に
利
用
し
た
燃

料
は
５
，
０
０
０
㍑
で
す
。
こ
れ

は
軽
油
を
利
用
し
た
場
合
と
比
べ

る
と
、
７
，
８
０
０
㌔
（
50
年
生

ス
ギ
の
換
算
で
５
５
７
本
分
）
の

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
に
つ

な
が
り
ま
す
。　

　

回
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保育施設や児童クラブ等への送迎　　報酬
保護者が病気や急用の場合　　　　　　１時間500円
保護者が買い物等の外出する場合　　預かり場所
保護者が臨時的就労の場合　　　　　　会員宅ほか

子どもが病気の場合　　　　　　　　報酬
子どもの通院・入院時の援助など　　　１時間700円
早朝(6：00～7：00)預かり　　　　　預かり場所
夜間(21：00～22：00)預かり　　　　　会員宅ほか

会員登録完了！

ファミリー・サポート・センター

ファミリー会員 サポート会員

③事前打合せ
④サポート

⑤報酬

②
援
助
依
頼

①
援
助
申
請

『横手市新規雇用奨励助成金』を創設しました

食用油回収容器は「道の駅十文
字(正面)」に常設しています。
ご協力をお願いします。

　

　
　給食の材料費が引き上げられます
　今年度から、市の給食費が小中学校ともに20円引き上
げられます。これは平成20年10月に定められた新しい栄
養摂取基準への対応と、安全な国内産食材を使用するた
めのもので、以下の金額に変更されます。

●小学生／260円　●中学生／290円

  お米と和食の献立が増えていきます
　４月から横手産米と和食の献立を増やしていきます。
米飯を中心とする献立は、児童生徒の心身の発育に効果
的だとして全国的に注目されています。
　バイキング給食などの人気イベントも継続します。
◆問合せ　市教育委員会学校教育課　22-2152
          雄物川給食センター　22-5385

　横手市新規雇用奨励助成金は、雇用機会の拡大・雇用
環境の充実を図るために、市内の中小企業者等が新たに
正社員を雇用した場合、１人につき15万円（新卒者の場
合は30万円）を交付するものです。
◆対象となる非雇用者の主な要件
　①期間の定めない常勤の従業員、②平成20年12月１日
　から平成22年３月31日までの期間にハローワーク経由
　の雇用、③市内在住者、④社会・雇用保険の加入等
◆問合せ　市緊急雇用対策本部事務局（市産業経済部商
　　　　　工労働課）　45-5516

学校給食が変わります

21年度給食費
（保護者負担額）
小学生　２４０円
中学生　２７０円

　ただし当面は、地域の経済情
勢などを勘案し市で値上げ分を
補い、保護者の皆様への負担は
昨年と同額になります。

会　長　　　　　
髙瀬 俊作 氏

会長職務代理者　　 
菅原 一太郎 氏
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　精神や身体に障がいを持ち、歩行が困難な方が所有す
る軽自動車は、軽自動車税の減免制度の対象となります。
　身体障害者手帳（規定等級以上）の交付を受けている
方は、必要書類をお持ちになり、申請手続きを行ってく
ださい。ただし、自動車税と軽自動車税の減免は両方受
けることはできません。どちらか１台だけとなります。
◆必要書類　①印鑑　②運転免許証（運転者のもの）
 　　　　　 ③自動車検査証、身体障害者手帳・療養手
　　　　　　　帳・精神障害者保健福祉手帳等の証明書、
　　　　　　④減免申請書
◆申込期限　５月25日（月）　期限を過ぎると減免を受け
　　　　　　ることができませんので、ご注意ください。
◆問 合 せ　市財務部市民税課　32-2510、または各地
　　　　　　域局地域振興課へ

障がい者の方の
軽自動車税の免税について国民健康保険の変更手続きを忘れずに

◆加入する場合

◆脱退する場合

◆その他の場合

No.85  2009.4.152009.4.15  No.85

　横手市まちなかウォーキング実行委員会では、ウ
ォーキングを通じての健康づくりや仲間づくりを推
奨しています。そのため、毎月第４土曜日を『ウォ
ーキングデー』と定め、参加者全員で市内を歩きま
す。今月のウォーキングデーは４月25日(土)です。

◆基本日時　毎月第４土曜日（４月～12月）
　　　　　　午前９時～　※参加無料
◆集合場所　かまくら館
◆問 合 せ　横手保健センター　33-9600　

　

　
◎５月から検針が始まります
　平鹿・雄物川・十文字・山内・大雄地域では、積雪の
ために冬期間の検針を行うことができませんでした。５
月から検針を開始しますが、軒下などにメーターボック
スがある場合は、積雪のために検針ができない場合があ
ります。検針前に周囲の雪かきなどをしてくださるよう
お願いします。検針ができなかった場合には、５月も暫
定推量で賦課し、６月に精算となります。
◎漏水にご注意ください
　検針票に「漏水の疑いがあります」と記載されていた
場合、すべての水道の蛇口をきっちり閉め、メーターの
パイロット（銀色の部分）を確認してください。その状態
でパイロットが回っている場合は漏水と思われますので、
横手市指定工事店にご相談ください。
◆問合せ　市上下水道部水道業務課　32-2758、または  
          各地域局地域維持課上下水道担当へ　　　

水道利用についてお知らせ

　

　
　横手市地域障がい者自立支援協議会では、障がい者の
方やそのご家族が抱えるさまざまな悩みを、専門相談員
がお受けする『障がい者総合相談会』を開催します。
◆期日・場所　５月７日(木)／十文字地域局
　　　　　　 ６月４日(木)／雄物川地域局
 　　　　　　７月２日(木)／増田地域局
 　　　　　　８月６日(木)／山内地域局
　 　　　　　９月３日(木)／大雄地域局
 　　　　　　10月１日(木)／平鹿地域局
 　　　　　　11月５日(木)／大森地域局
 　　　　　　12月３日(木)／横手地域局
◆開催時間　 午前10時～午後３時
◆問 合 せ   市福祉環境部社会福祉課
　　　　　　 　35-2132　　26-2118

障がい者総合相談会のお知らせ

届け出が必要な場合

他市町村から転入したとき

会社等の健康保険を脱退したとき

任意継続を脱退したとき

子どもが生まれたとき

生活保護を廃止したとき

健康保険の被扶養者からの脱退時

手続きに必要なもの

転出証明書、印鑑

脱退の証明書、印鑑

脱退の証明書、印鑑

保険証、印鑑

保護廃止決定通知書、印鑑

被扶養者脱退の証明書、印鑑

届け出が必要な場合

他市町村へ転出したとき

健康保険に加入したとき

被保険者が死亡したとき

退職者医療制度に該当したとき

世帯主変更や転居など

手続きに必要なもの

保険証、印鑑

国保・健康保険の保険証、印鑑

保険証、印鑑

保険証、年金証書、印鑑

保険証、印鑑

市長面会日のお知らせ
◆日　　時　４月30日（木）午前９時～10時30分
◆申込期限　４月24日（金）※１人につき15分程度
◆申込み・問合せ　
  　　　　　市総務企画部市長公室秘書担当
　　　　　　　35-2111内線1033、1034

横手まちなかウォーキングデーにご参加ください横手まちなかウォーキングデーにご参加ください横手まちなかウォーキングデーにご参加ください横手まちなかウォーキングデーにご参加ください

　

　
　国民健康保険の加入等は世帯ごとに行います。内容変
更がある場合、世帯主は14日以内に窓口への届け出をす
る必要があります。忘れずに手続きをしてください。

◆問合せ   市福祉環境部国保市民課　35-2186

市からのお知らせ 政情報便行

　今年度も、市長が各地域などに出向き、市政報告や対
話により市民の皆さんの意見を市政に反映させる『私の
まちの市長室』を開催します。今年度は学生や小中学生
などとの意見交換も企画する予定です。

　総務企画部長を座長に、市政報告や市の重点事業など
を『出前講座』の形でお知らせしながら、地域の皆さん
と意見交換を行う『出前トーク』を、６月から開催しま
す。今年度は次の６地区会議で
開催を予定しています。
・境町（横手）・狙半内（増田）
・大沢（雄物川）・川西（大森）
・十文字（十文字）・山内（山内）

　市民の皆さんからの直接のご意見等は、年間を通して
『市長への手紙』として郵便や電子メールなどでお受け
します。お寄せいただく内容は、市政に対する意見や要
望、アイデアなど何でも結構です。
■実施方法
・ご意見等は、郵送、電子メールまたはご持参ください。
・後日、お返事を差しあげる際に必要ですので、住所、
　氏名、年齢、電話番号をご記入ください。
■送り先・問合せ先
　〒013-8601 横手市条里一丁目1番64号　横手市役所市
　長公室　広報広聴担当「市長への手紙」係あて
　　35-2162　メールアドレス hisho@city.yokote.lg.jp

　平成17年の合併で誕生した「市報よこて」も４年目に
なりました。平成19年度に、地域局版の廃止による発行
回数の変更や内容の見直しなど、大幅なリニューアルを
行いましたが、より親しみやすく役立つ広報紙づくりを
目標に、今年度も模様替えをします。
　発行日は、これまでどおり毎月１日と15日の２回とし、
１日号を通常版（４色刷り）、15日号はお知らせ版の性格
を強くした２色刷りの広報紙になります。掲載する内容
については、より身近な話題や暮らしに役立つ情報を取
り上げ、市と市民の皆さんとの情報の架け橋となること
を目指します。
　また、新たに広報モニター制度を実施するとともに、
市ホームページとの連携強化を図り、
「私のまちの市長室」をはじめとした
広聴活動とあわせて、市民との協働、
連携に役立つ広報・広聴活動に努めて
まいります。

平成21年度の広報・広聴活動

平成21年度広報モニター募集
します

　各家庭に配布している「市報よこて」など市の広
報活動に、市民の皆さんの声を取り入れるため、平
成21年度の「広報モニター」を募集します。あなた
の率直な意見や感想をお聞かせください。
■モニターの業務
①市報や市のホームページについて、年４回のアン
　ケート調査にお答えいただきます。
②市報や広聴活動に対する意見や感想などを調査用
　紙に記入して提出していただきます。（年２回以上）
■募集人数　５人程度
■募集対象　満18歳以上の横手市民
　　　　　　（高校生、市職員は除きます）
■応募方法
　氏名（ふりがな）、年齢、性別、住所、電話番号と
　応募動機（400字程度）を記入し、郵送、ファクス、
　Ｅメールで申し込んでください。（市ホームペー
　ジに応募用紙を掲載していますが、所定事項を記
　載していれば任意の用紙でもかまいません）
　〒013-8601 横手市条里一丁目1番64号 横手市役所市長 
　公室／□33-6061／Ｅメール:koho@city.yokote.lg.jp
■応募期限
　平成21年５月８日（金）必着
　※書類選考し、結果を５月下旬にお知らせします。
■問合せ
　市総務企画部市長公室広報広聴担当 　35-2162

今年度の広聴活動

私のまちの市長室

出前トーク

市長への手紙

市報やホームページにご意見を

５月から「市報よこて」が模様替えします
　　　　　　　　　15日号はお知らせを中心とした２色刷りに

より親しみや
すく暮らし

に役立つ広報
を目指して

広報モニター制度を実施

市のホームページとの連携も図ります
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中学生・高校生のジュニアリーダー７人が小学生たちに手遊びや工作などを指導

トークショーでは２人の目標や夢が語られました

丁寧な指導を受けて、縄綯いに挑戦しました

無事故への願いをこめて
■新入学児童に交通安全のお守り（大雄）

県内出身の高校生タレントがステージに登場
■エフエム秋田公開録音番組でトーク＆ライブ（横手）

伝統行事で世代を越えた交流
■わら細工教室（山内）
　３月23日、山内軽井沢地区でわら細工教室が行われま
した。これは、子どもたちに地区の伝統や優れた技能を
伝承し、地域づくりにつなげようと軽井沢地区コミュニ
ティ活性化実行委員会が主催したものです。
　教室では、真剣な面持ちで縄ないに挑戦する子どもた
ちの姿が見られ、６月に開催される黒沼神社祭りに奉納
する恵比寿俵も作られました。
　また、餅つきなども行われ、参加者たちは世代を超え
ての交流を楽しんでいました。

小学生が中高生や地域の人たちと交流
■春休み！一日遊ぼう こどもまつり

田根森小を訪れて、手作りのお守りを渡す代表者の皆さん児童に贈られたお守り

大きくなって戻ってきてね！
■黒川地区さけの稚魚放流（横手）
　今年で13回目を迎える「黒川にさけを呼ぶ会」主催の
サケの稚魚放流が４月５日、横手西中学校裏の「川立ち
の里」で行われました。地区住民や親子連れなど約100
人が参加し、稚魚１万匹を一斉に放流しました。
　大きくなったサケが遡上するまでに４年。これまで放
流されたサケは10月から冬にかけて、川立ちの里で見る
ことができるということで、参加者はバケツに入った稚
魚に「大きくなって、また戻ってきてね」と声を掛けな
がら放流していました。晴天のもと、サケの成長を願って一斉に放流

　２月に日本赤十字社秋田県支部から、救援車両とし
て軽自動車１台が市に寄贈されました。市では、これ
を公用車として増田地域局に配備。主に防災や保健衛
生、福祉・介護などの業務で地域内を戸別訪問、巡回
する際などに使用しているほか、防災や献血、選挙な
どでの広報車としても有効に使われています。

　３月17日、勇気ある行動で人命救助に貢献したとし
て、釜田周悦さん（十文字地域）に県水難救済会から感
謝状が贈られ、五十嵐市長から手渡されました。釜田
さんは、今年２月３日の夜、男鹿市船川港で堤防から
海に転落した男性を発見。ロープの付いたタモ網など
で引き寄せたあと、119番通報して救助したものです。

勇気ある行動に感謝状 日赤車は増田地域で活躍中

　４月１日、横手市消防団長、交通・防犯指導隊長の
辞令交付式が市役所南庁舎で行われました。退任者へ
の辞令が交付されたあと、団長・隊長ら一人ひとりに
五十嵐市長が任命辞令を交付。地域住民の安全安心な
暮らしを守るため、それぞれの役割で尽力することの
決意と緊張感が伝わってきました。

　春の火災予防運動初日の４月５日、各地域で防火を
呼びかける火の元検査が行われました。このうち、平
鹿地域では平鹿消防団初の女性団員となった８人が、
制服姿で吉田地区の各世帯を訪問。火災予防のチラシ
を配りながら、やわらかい口調で地域住民に無火災を
呼びかけていました。

女性団員が無火災を呼びかけ 安全・安心な地域づくりを担う（平鹿）  
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オープニングを飾った吉田小スクールバンド

　春休み期間中の３月29日、浅舞公民館で『春休み！一日
遊ぼう　こどもまつり』が開催され、この春、小学校に入
学する新入学児童を含む小学生とその保護者など、約150
人が参加して、発表や体験遊びを楽しみました。
　これは、地域で活躍する人材を活かして、子どもたちの
体験の場や親子のふれあいの機会を提供し、春休みを有意
義なものにしようというもの。市内の中学生・
高校生のジュニアリーダー７人が、遊びや工作
などの指導にあたったほか、開会行事では吉田
小スクールバンドが歌や踊りをまじえた演奏で
参加者を楽しませました。
　また、お昼には浅舞婦人会の皆さんが手作り
の豚汁を用意。読み聞かせや子育てなどのサー
クル会員も特技を提供して、子どもたちに楽し
い１日をプレゼントしました。

　３月21日、秋田ふるさと村で行われたエフエム秋田の公開録音に、横手
市出身の歌手・菅原紗由理さんと、タレントオーディションで脚光を浴び
た渡部秀さん（由利本荘市）の２人の高校生タレントが出演しました。
　トークショーでは、番組のパーソナリティを務める高橋航さん（十文字
町出身）らの司会で、今後の芸能活動にかける目標や夢が語られ、菅原さ
んは「人に勇気や元気を与える歌が歌いたい。多くの人に聴いてほしい」
と話すと、渡部さんは「誰もが
名前を知っている俳優になりた
い」と力強く語りました。
　また、菅原さんのライブも行
われ、昨年12月にネット配信で
発表されたデビュー曲など２曲
を披露。４月のＣＤデビューに
向け、希望に満ちた伸びやかな
歌声を会場いっぱいに響かせて
いました。菅原紗由理さんはライブでデビュー曲などを披露

　４月１日、平鹿中央商工会女性部大雄支部の代表者が
大雄地域内の小学校を訪れ、新入学児童37人分の交通安
全のお守りを寄贈しました。福を呼ぶといわれるふくろ

う（福籠）をかたどった会員の手作り
によるマスコットに、羽宇志別神社に
出向いて祈祷をしてもらったお守りを
添え、「子供たちが交通ルールを守っ
て、事故に遭わないように」との願い
をこめて各小学校に届けていました。
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Information

情
報

　詳細はお問い合わせください

さくらまつり 情報さくらまつり 情報

◆主な内容
　期間中は地酒試飲即売会も行われます。
　４月26日／もちまき大会
　　　29日／たらいこぎ競争
　　　　　　小野花子民謡・歌謡ショーなど
◆問合せ／増田町観光協会　45-5515
　　　　 (増田地域局産業振興課内)

４月15日(水)～30日(木)
真人公園さくらまつり（増田)

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

エ
ン
ジ
ョ
イ
ヨ
ガ
教
室（
全
４
回
）

　

初
心
者
の
方
を
対
象
に
、
呼
吸
法

や
基
本
ポ
ー
ズ
を
学
び
ま
す
。

◆
期
間
／
５
月
８
日(

金)

〜
29
日(

金)

、

　

毎
週
金
曜
日
※
託
児
あ
り

◆
時
間
／
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

◆
場
所
／
横
手
中
央
公
民
館

◆
定
員
／
先
着
15
人

◆
申
込
開
始
日
／
４
月
20
日(

月)

午

　

前
９
時
か
ら
受
け
付
け

◆
申
込
み
／
横
手
中
央
公
民
館　

３

　

２
‐
３
１
３
７
、３
３
‐
３
９
９
５

春
の
体
育
館
無
料
開
放
日

◆
日
時
／
５
月
２
日(

土)

午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時

◆
場
所
／
横
手
体
育
館

◆
種
目
／
卓
球
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

　

ル
、
ミ
ニ
テ
ニ
ス
、
バ
ド
ミ
ン
ト

　

ン
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

◆
問
合
せ
／
横
手
体
育
館　

３
３
‐

　

２
１
０
２

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

◆
募
集
種
目
／
幹
部
候
補
生
・
一
般

　

曹
候
補
生

◆
受
付
期
間
／
４
月
１
日(

水)

〜
５

　

月
12
日(

火)

◆
受
験
資
格
／
20
歳
以
上
26
歳
未
満

　

の
方
（
22
歳
未
満
の
方
は
大
卒
ま

　

た
は
大
卒
見
込
み
の
方
）

◆
身
分
／
特
別
職
国
家
公
務
員

◆
試
験
日
／【
幹
部
】５
月
16
日(

土)

・

　

17
日(

日)

【
一
般
曹
】５
月
23
日(

土)

◆
申
込
み
／
自
衛
隊
横
手
地
域
事
務

　

所　

３
２
‐
３
９
２
０

都
市
計
画
道
路
の
変
更
図
書
を
縦

覧
し
て
い
ま
す

　

市
道
中
央
線
・
八
幡
根
岸
線
・
城

山
線
の
変
更
に
関
す
る
図
書
を
長
期

縦
覧
し
て
い
ま
す
。

◆
場
所
／
市
建
設
部
都
市
計
画
課(

十

　

文
字
庁
舎
内)

◆
問
合
せ
／
市
建
設
部
都
市
計
画
課

　
　

４
２
‐
５
１
１
７

市
内
名
所
を
巡
る
半
日
観
光
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

横
手
地
域
の
名
所
や
史
跡
を
巡
る

恒
例
の
半
日
観
光
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
／
４
月
24
日（
金
）午
前
８
時

　

45
分
〜

◆
集
合
場
所
／
市
役
所
南
庁
舎
向
い

　

防
雪
セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場

◆
コ
ー
ス
／
旭
・
栄
コ
ー
ス
（
薬
師

　

寺
清
水
、生
の
森
三
十
三
観
音
、正

　

伝
寺
、大
屋
の
梅
、切
支
丹
塚
な
ど
）

◆
定
員
／
先
着
20
名
（
参
加
無
料
）

◆
申
込
み
／
横
手
地
域
局
産
業
振
興

　

課　

３
３
‐
７
１
１
１

パ
パ
マ
マ
教
室

　

ま
も
な
く
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

に
な
る
方
が
楽
し
く
育
児
が
で
き
る

よ
う
に
育
児
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

◆
対
象
者
／
８
月
か
ら
10
月
ま
で
に

　

出
産
予
定
の
方

◆
日
程
・
内
容
／
５
月
１
日（
金
）パ 

　

パ
の
妊
婦
体
験
・
妊
娠
中
の
食
事

　

の
と
り
方
、
５
月
８
日（
金
）マ
タ

　

ニ
テ
ィ
ビ
ク
ス
・
先
輩
パ
パ
マ
マ

　

と
の
交
流
会
な
ど
、５
月
15
日（
金
）

　

赤
ち
ゃ
ん
の
沐
浴
練
習

◆
時
間
／
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

◆
場
所
／
横
手
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
定
員
／
18
組
（
参
加
無
料
）

◆
申
込
期
限
／
４
月
24
日（
金
）

◆
問
合
せ
／
横
手
保
健
セ
ン
タ
ー　

　
　

３
３
‐
９
６
０
０

腰
痛
・
膝
痛
緩
和
の
た
め
の
健
康

運
動
教
室
（
第
Ⅰ
期)

　

健
康
の
駅
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
に
よ

る
、プ
ー
ル
を
利
用
し
た
教
室
で
す
。

◆
期
間
／
５
月
12
日(

火)

〜
７
月
28

　

日(

火)

、
毎
週
火
曜
日(

全
12
回)

◆
時
間
／
９
時
30
分
〜
正
午

◆
場
所
／
雄
物
川
温
泉
保
健
施
設
え

　

が
お
の
丘

◆
対
象
／
市
内
在
住
65
歳
以
上
の
方

◆
定
員
／
先
着
20
人

◆
参
加
費
／
５
，
０
０
０
円
（
温
泉

　

サ
ー
ビ
ス
）

◆
申
込
期
間
／
４
月
20
日(

月)

〜
26

　

日(

日)

◆
申
込
み
／
え
が
お
の
丘　

２
２
‐

　

２
２
２
１

横
手
公
園
内
『
い
っ
ぷ
く
館
』
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

横
手
公
園
で
は
４
月
15
日(

水)

か

ら
桜
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、
休
憩
場
所
と
し
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◆
開
館
期
間
／
４
・
５
・
９
・
10
月

◆
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

◆
休
館
日
／
毎
週
月
曜
日

◆
問
合
せ
／
い
っ
ぷ
く
館　

３
３
‐

　

１
０
２
８

農
業
者
の
皆
様
へ
の
お
知
ら
せ

【
横
手
市
農
業
経
営
安
定
化
対
策
資
金
】

　

す
べ
て
の
農
業
者
の
方
を
対
象
に

し
て
い
ま
す
。

◆
開
始
日
／
４
月
１
日(

水)

か
ら

◆
貸
付
限
度
額
／
個
人
２
０
０
万
円

　
　
　
　
　
　
　

団
体
６
０
０
万
円

◆
対
象
事
業
／
施
設
・
農
機
具
、
作

　

目
の
導
入
・
育
成
に
か
か
る
費
用

【
果
樹
苗
木
の
購
入
助
成
】

　

果
樹
農
家
で
組
織
す
る
規
約
を
有

す
る
団
体
か
つ
、
生
産
調
整
協
力
者

の
方
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

◆
実
施
期
間
／
平
成
21
年
度
中

◆
助
成
率
／
苗
木
購
入
費（
税
抜
き
）

　

の
２
分
の
１
以
内

【
新
規
就
農
者
研
修
生
募
集
】

◆
期
間
／
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

◆
募
集
人
数
／
20
人

◆
資
格
／
①
市
内
在
住
②
50
歳
以
下

　

③
申
請
時
に
離
職
者
で
あ
る
こ
と

　

④
研
修
後
も
就
農
意
欲
の
あ
る
方

◆
問
合
せ
／
市
産
業
経
済
部
農
政
課

　
　

４
５
‐
５
５
２
２

　視覚・聴覚の障がいや、言葉の遅れなど、さまざま
な個性を持った子どもたちのためのチャリティーイベ
ントを行います。参加者の合計走行距離に相当する金
額（１キロ×５円）を、子どもたちをサポートする義
援金として寄付します。仲間と一緒にランニング、ウ
ォーキングを楽しみませんか。（詳細はホームページで)

◆日時／７月４日（土）～５日（日）　◆場所／グリーン
スタジアムよこて周辺　◆種目／【個人の部】24時間・
12時間・６時間、【リレーの部】24時間　◆定員／個人
を含む150チーム 　◆申込締切／６月１日(月)　◆申
込方法／各体育館備え付けの申込用紙、またはホーム
ページ(http://www.charity24h.com/)にて　
◆問合せ／みちのく秋田チャリティーマラソン＆ウォ
ーク実行委員会 大友さん 　090-2366-0755

第５回みちのく秋田
チャリティーラン＆ウォーク大会

第７回 雄物川町絵を描く会展
　会員の作品を約30点展示します。
●期間／４月23日(木)～５月５日(火)、午前10時～午後
６時　●場所／雄物川図書館　●入場料／無料　●問合
せ／山内さん 　22-4278
　　　　　
とっぴんぱらりのプー　第93回昔語りの会
●日時／４月25日(土)午後１時30分～　●場所／こうじ
庵(鍛冶町)　●問合せ／尾形さん 　32-0630

秋田書画人展
　近世に活躍した故人の作品を展示します。
●期間／４月25日(土)～５月25日(月)、午前９時30分～
午後５時　●場所／秋田ふるさと村 ●入場料／無料 ●
問合せ／髙橋さん 　32-1803

第１回 十文字さくら音楽祭
　市内で活躍する演奏家の方々による音楽会です。
●日時／４月29日(水)午後１時～　●場所／十文字文化
センター　●入場料／500円　※前売券は道の駅十文字ま
めでらが～にて販売　●問合せ／高橋さん 　42-1196

中国文墨画展
　文墨画家・赤川華流氏の作品を展示します。
●期間／５月２日(土)～６日(水)、午前10時～午後５時
●場所／かまくら館　●入場料／無料  ●問合せ／赤川
さん 　018-829-5859

ナンの館　月例市民将棋大会
　小中高生、初心者の方も大歓迎です。
●日時／５月３日（日）午前10時～　●場所／軽食喫茶ナ
ンの館（十文字町梨木）　●参加費／1,000円(昼食付) ●
問合せ／佐藤さん 　090-3365-2720
　
韓国語初級Ⅱ
　ハングル文字の読み書きができ、あいさつ程度の会話
ができる方を対象とした教室です。
●日時／５月13日(水)～10月・毎週水曜日、午後６時30
分～８時30分　●場所／秋田県南部男女共同参画センター 
●定員／10人　●参加料／初回5,000円（教材費込み)、翌
月以降2,500円　●問合せ／平塚さん 　090-3126-4803

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

idobata  plaza

ＮＰＯ講演会『時代を読む』
　秋田魁新報社社長・小笠原直樹氏（横手市出身）を迎
えて講演会を行います。
●日時／４月25日(土)午後３時30分～　●場所／松與会
館(横手市平和町)　●入場料／無料　●問合せ／横手ひ
らかＮＰＯセンター 　32-2229

トレ・コンアモーレ『母の日コンサート』
　ふだん言葉にできない「お母さん、ありがとう」の一
言を音楽にのせて伝えるコンサートです。
●日時／５月10日（日）午後２時開演　●場所／横手市民
会館　 ●入場料／前売券（ペア券3,000円、トリプル券
4,000円）、当日券（１枚2,000円）　●問合せ／荻田さん 
　32－9438

脳の活性化に最適！囲碁教室
　入門教室（未経験）と初心者教室（初段程度）があります。
●日時／毎月第２・第４土曜日、午前10時～正午　●場
所／あさくら館 ●参加説明会／５月９日（土）10時～ ●
参加料（年間）／子ども2,000円、高校生以上3,000円　●
問合せ／小室さん 　36-3740

市民団体やＮＰＯなど行政以外からのお知らせを掲載するコーナーです。
掲載を希望する場合は、発行日の15日前までに内容がわかるものをお寄
せください。なお、記事の内容や情報量などによっては、ご希望に添え
ない場合もありますので、あらかじめご了承ください。

24時間

 

どばたプラザい

 

５月連休中の
し尿収集日のお知らせ

５月連休中の
し尿収集日のお知らせ

　衛生センターの休業日は、し尿収集も休みになり
ますのでご協力お願いします。
　■営業日程
　　５月２日(土)～６日(水)　　　休　業
　　　　７日(木)以降　　　　　　営　業
　■問合せ
　　横手衛生センター　32-1974
　　雄物川衛生センター　22-5346

湯沢横手道路(湯沢IC～横手IC）
料金の割引が開始されました
湯沢横手道路(湯沢IC～横手IC）
料金の割引が開始されました

　３月28日からの高速道路料金の値下げに合わせ、通勤割引
や深夜割引の対象外だった湯沢横手道路(湯沢IC～横手IC)で
も割引きが開始されました。
■主な割引
・通勤割引／午前６～９時、午後５時～８時【５割引】
・深夜割引／０時～午前４時【５割引】
　　　　　　午後10時～０時【３割引】
■問合せ／ＮＥＸＣＯ東日本お客様センター　0570-024-024

４月15日(水)～５月２日(土)

大森公園さくらまつり（大森）
◆主な内容
　４月24日～25日／中学校バレーボール大会
　５月３日～４日／社会人軟式野球大会
　　　　　　　　／グランドゴルフ大会
　　　～５月31日／写真コンテストなど
◆問合せ／大森町観光協会　26-2117
　　　　 (大森地域局産業振興課内)

も
く
よ
く

ひ
ざ

つ
う

ぶん ぼく

か りゅう
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地域の情報 ～information～ 地域の情報

児健診・予防接種乳 談相乳児健診・予防接種はお住まいの地域で受けてください

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 　
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

   

  

  

  
  

  

  

  

   

   

  

  

    

   

  

  

  

  

  
   

  

  

  

  

   

   

  

  

  

  

  

  

   
  

  

  

  

   

  

  

  

  

  

  
  

  

  

   

 
【増田地域】　■場所　多目的研修センター
４か月児健診（平成20年12月生まれ）
　日　時　４月22日（水）　受付12：50～13：00
７か月児健診（平成20年９月生まれ）
　日　時　４月22日（水）　受付12：40～12：50
【平鹿地域】　■場所　ゆとり館
４か月児健診（平成20年12月生まれ）
　日　時　５月７日（木）　受付12：50～13：10
７か月児健診（平成20年９月生まれ）
　日　時　５月７日（木）　受付12：50～13：10
【雄物川地域】　■場所　雄物川保健センター
４か月児健診（平成20年12月生まれ）
　日　時　５月７日（木）　受付12：40～12：45
７か月児健診（平成20年９月生まれ）
　日　時　５月７日（木）　受付13：00～13：15
12か月児健康相談（平成20年４月生まれ）
　日　時　５月７日（木）　受付14：00～14：10
【大森地域】　■場所　大森町高齢者等保健福祉センター
ポリオ予防接種
　日　時　４月22日（水）　受付12：30～12：45
　日　時　４月24日（金）　受付12：30～12：45
【十文字地域】　■場所　幸福会館
ポリオ予防接種
　日　時　４月23日（木）　受付12：50～13：20
　　１回目対象者　平成20年８月～11月生まれ
　　２回目対象者　平成20年３月～４月生まれ、未接種児
【山内地域】　■場所　山内公民館
ポリオ予防接種
　日　時　４月27日（月）　受付13：00～13：30

【市内全地域対象】
無料法律相談　■場所　市役所南庁舎相談室
　日　時　５月20日（水）　13：00～15：00
　問合せ　市総務企画部総務課　35-2161（１日から予約受付）
【横手地域】
無料法律相談　■場所　横手市社会福祉協議会
　日　時　５月13日（水）　10：00～15：00（要予約）
　問合せ　横手市社会福祉協議会　33-8668
心配ごと相談所　■場所　横手市社会福祉協議会
　日　時　５月７日（木）　9：30～12：00
　問合せ　横手市社会福祉協議会　33-8668
行政相談　■場所　横手地域局１階１番窓口（受付）
　日　時　４月24日（金）　13：00～15：00
　問合せ　横手地域局地域振興課　32-2701
育児相談　■場所　子育て支援センターなかよし
　毎週月曜～金曜日　9：00～17：00
　問合せ　子育て支援センターなかよし　32-6933
社会保険年金相談　■場所　横手地域局１階相談窓口
　毎週月曜～木曜日　10：00～12：00、13：00～15：00
　問合せ　横手地域局１階相談窓口　32-2111内線2182
【増田地域】
心配ごと相談　■場所　増田地区多目的研修センター
　日　時　４月23日（木）　9：30～12：00
【雄物川地域】
心配ごと相談　■場所　雄物川コミュニティセンター
　日　時　４月22日（水）　9：30～12：00
行政相談　■場所　雄物川保健センター
　日　時　４月20日（月）　10：00～12：00
【大森地域】
無料法律相談所　■場所　大森コミュニティセンター
　日　時　４月17日（金）　10：00～12：00
　※事前に予約が必要です。
　問合せ　大森コミュニティセンター　26-3274
心配ごと相談所　■場所　大森コミュニティセンター
　日　時　４月28日（火）　9：30～12：00
【山内地域】
無料法律相談所　■場所　山内福祉センター（ゆうらく館）
　日　時　４月24日（金）　10：00～12：00
　※事前に予約が必要です。
　問合せ　山内福祉センター　53-3009
心配ごと相談所　■場所　山内福祉センター（ゆうらく館）
　日　時　４月21日（火）　9：30～12：00
【大雄地域】
心配ごと相談　■場所　大雄地域福祉センター
　日　時　４月24日（金）　9：30～12：00

お出かけ前にご確認ください
館日休

横手図書館　　4月22・29日、5月1日
増田図書館　　4月20・27日、5月1日
平鹿図書館　　4月21・28日、5月1日
雄物川図書館　4月15～22・29日、　
　　　　　　　5月1日
大森図書館　　4月21・28日、
　　　　　　　　5月1・５日
十文字図書館　4月22・29日、5月1日
山内図書館　　4月18・19・25・26・日、
　　　　　　　5月1～3日
大雄図書館　　4月19・20・27・29日、
　　　　　　　5月1日

雄物川資料館　4月20・27・30日
ゆっぷる　　　4月15日
えがおの丘　　4月20・27日
三吉山荘　　　4月21・28日
大森健康温泉　4月20・27日
ゆとりおん大雄　4月16日
南部エリア　　4月20・27日、5月7日
健康の駅トレーニングセンター　
　東部　　　　4月22・29日
　西部・南部　 4月19・25・26、
　　　　　　　5月2・3日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　　　4月20・27日

人　口

総数
　男
　女

102,322人
48,697人
53,625人

（-500）
（-270）
（-230）

世帯数

34,025世帯（ -52）

口と世帯人 ３月末日現在（前月比）

療所診
【増田地域】
増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　診 療 日　４月22日（水）
　診療時間　14：00～15：30

【雄物川地域】
えがおの丘診療所
　診 療 日　４月22日（水）
　診療時間　14：30～15：30
大沢診療所
　診 療 日　４月27日（月）
　診療時間　13：30～14：30

松井医院

横手胃腸科クリニック

澤口内科医院

横手胃腸科クリニック

赤川

清川町

金沢中野

清川町

　36-3711

　35-2222

　56-6060

　35-2222

４月19日（日）

４月26日（日）

４月29日（日）

５月３日（日）

４月19日（日）

４月26日（日）

無江医師（醍醐クリニック）

石橋医師（石橋小児科医院）

日当番医休

平鹿総合病院 日曜夜間小児救急外来　　32-5124

４月19日(日)

受付18：00～21：00
診療18：30～21：30

10：00～12：00
13：00～16：00

血日程献
10：00～16：00横　手

横　手

全血

４月21日(火)

十文字 幸福会館

平鹿地域振興局

成分

10：00～12：00
13：00～15：00
15：30～16：30

４月28日(火)

山　内

よねやハッピータウン
（ふれあい献血キャンペーン）

山内公民館
（山内生涯学習センター）

10：00～12：00
13：00～16：00

５月１日(金)

※成分献血につては、予約優先とさせていただきます。
　申込み　県平鹿地域振興局福祉環境部　32-4005

横　手 全血

４月19日(日)

全血

横手サティ
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イベントカレンダー

名物たらいこぎ競争（10：00～、増田・真人公園沼）
第１回十文字さくら音楽祭（13：00～、十文字文化
センター）

沼入りぼんでん（11：00～、平鹿醍醐荒処・厳島神
社）

2009秋田スカイフェスタ（～５日、市教育センタ
ーほか）※係留体験搭乗（無料）は３日、４日朝７時
から整理券配布（先着150人、天候により中止あり）

南部エリア無料映写会のお知らせ
◆上映時間／午後１時～
　19日（日）「ドラえもん のび太とドラビアンナ
　　　　　　イト」　　　　　　　　  【101分】
　26日（日）「シンデレラⅢ 戻された時計の針」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　【74分】
◆問合せ／南部エリア（大森町菅生田）　26-3880

Pick up ■４月25日（土）・26日（日）

着物の似合うまち～増田

 衣裳展と
　トークショー

　映画「釣りキチ三平」実写版の公開を記念し、
映画と原作が夢の競演。ぜひご来場ください。
◆期　間／４月18日（土）～５月６日（水）
◆場　所／増田ふれあいプラザ
◆入場料／大学・一般500円、中・高校生300円、
　　　　　小学生200円、小学生未満無料
◆問合せ／増田ふれあいプラザ（まんが美術館）
　　　　　　45-5556

映画『釣りキチ三平』の世界展【第２部】
増田まんが美術館 春の特別企画展

No.85  2009.4.15

昭和の日

憲法記念日

～ＡＡＢ賞受賞！横手市ふるさと手作りＣＭ～
      ・「蔵馬天狗 お宝を探せ」放送予定
４月20日（月）14：50頃　４月28日(火)10:35頃
４月22日（水）10：30頃　４月30日(木)14:50頃
４月24日(金)13:55頃　ＡＡＢ秋田朝日放送にて

・・・・・・・・・・・

●さくらまつり問合せ
　横手公園・金沢公園（４月15日～26日）
　　横手商工会議所　32-1170、または、本部携
　　帯番号　090-2496-9006（15日から対応）
　真人公園（４月15日～30日）
　　増田町観光協会　45-5515
　大森公園（４月15日～５月２日）
　　大森町観光協会　26-2117

名物たらいこぎ競争

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

沼入りぼんでん

Pick up

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● Pick up

■５月１日（金）

■４月29日（水）

　平鹿地域の醍醐荒処地区で、
300年以上前から続く伝統行事
「沼入りぼんでん」。４ｍほどの
杉丸太に福俵を飾ったぼんでん
を、男衆が沼の中央に突き立て
豊作や家内安全を祈願します。
◆日　時／５月１日（金）11:00
◆場　所／厳島神社（平鹿町醍
　　　　　醐荒処）
◆問合せ／平鹿地域局産業振　
　　　　　興課　24-1118

　２月に横手市観光親善大
使に委嘱された、着物スタ
イリスト・冨田伸明氏によ
る衣裳展とトークショーが、
増田の内蔵などを会場に行
われます。日本が世界に誇
る『キモノスタイリスト』と
して国内外で活躍する冨田
氏の〝美〟と〝和〟の世界
を、じっくりとご堪能くだ
さい。
◆期　日／４月25日（土）・26日（日）　10:00～16:00
◆場　所／【メイン会場】佐藤多三郎家、日の丸醸造
　　　　　【展示会場】中七日町商店街
◆入場料／共通入場券500円
◆冨田伸明氏トークショー／４月25日（土）15:00～16:00
　　　　　会場：増田地区多目的研修センター
◆問合せ／増田地域局地域振興課 　45-5510

　真人公園さくらまつ
りの期間中に行われる
「名物たらいこぎ競争」
は、大正時代に酒屋の
若衆が、タガのゆるみ
を防ぐため沼に浮かべ
てあった酒造り用のた
らいに、遊び半分で乗
って速さを競ったのが始まりとされます。42.195ｍのコース
を手でこぎ進む全国的にもユニークな競技で、毎年多数の参
加者が観桜客の目を楽しませています。
◆日　時／４月29日（水）10:00～
◆場　所／真人公園沼（増田町真人）
◆問合せ／増田町観光協会　45-5515


